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	例えばこんな言葉を発していませんか？

	お子様の考えにも、耳を傾けていらっしゃいますか？
	インターネットの急速な普及などからも分かるように、社会は速いスピードで変化しており、保護者の方々の体験や知識が通じない場面も出てきています。自分の意見は今も正しいのか？　別の見方があるのでは？　など１歩引いてみて、お子様に聞いてみることも大切ではないでしょうか。
	· ○○学部なんかに進学しても就職先はない（○○学部に行けば就職は心配ない）
· ○○大学は、自分が高校生の頃は人気がなかった
· ○○大学は資格試験の合格者が多いからお勧めだ　※もしかすると、受験者数が多いだけで、合格率は低いかもしれません！

	今の成績だけで合格可能な大学を考えておられらませんか？
	２年生の３学期からの頑張りで、３年生の夏から秋にかけて、成績がグンと伸びる受験生はたくさんいます。また、今はまだ成果は出ていなくても、お子様は十分に努力をしているのかもしれません。今の成績だけで志望大を決めるのは早計です。
	· どうせ○○大学なんて無理に決まっている
· ○○大学に行くなら、浪人しないと（もちろん浪人なんてさせられない！）
· ○○大学に合格したいなら、もっと何倍も勉強しないと

	大学卒業後を見通してアドバイスをされていますか？
	大学さえ卒業すれば何とかなる時代、大学名だけで幸せな一生が送れる時代ではなくなりました。４年間強い興味を持って、人生の土台づくりとして学び続けることが出来る大学や学部をお子様は選んでいるか、ぜひ一緒に考えてあげてください。
	· とにかく○○大学より偏差値が上の大学じゃないといけない
· ○○大学さえ出ておけば何とかなる

	勉強以外のことも、お子様と語り合っていらっしゃいますか？
	２年生から３年生にかけては部活動や学校行事も忙しく、思うように学習時間を確保できない場合もあります。しかし、最高学年として部活動や行事に打ち込み、学校全体を引っ張っていく経験は、必ずお子様の将来の糧となります。お子様がどんなふうに頑張っているかを聞き、ぜひ褒めてあげてください。
	· 部活動ばかりに一生懸命になっていていいの？
· 学校行事に夢中になっているけど、余裕あるのね
· 近所の○○さんは、部活動を引退して、塾に行き始めたらしいよ


お子様にも保護者にも、「受験」に向けて求められる姿勢は同じです。お子様の姿勢をぜひチェックしてみてください！
